
全校児童配布 

学校目標「全児童に未来社会をしなやかに生き抜く力を育む」 

 

 

 

 

 

「楽しい一年」にするのは、あなた自身 

新しい出発を祝うように校庭の桜が散らずに残ってくれました。いよいよ令和８年度がス
タートしました。 登校してきた子どもたちの表情は、期待と少しの緊張が入り混じり、どの子
も「頑張るぞ」という意気込みに満ち溢れているように感じました。 
さて、始業式当日。担任発表を行う前に、私は子どもたちに次のような話をしました。 

 
「これから担任の先生を発表します。もし、自分が願っていた先生ではなかったとしても、『え～』と言ったり、
嫌な顔をしたりしません。逆に『やったあ！』と大騒ぎすることもしません。先生たちとの出会いは『一期一会』。
そこには必ず意味があります。いや、出会いを『意味があるもの』にするのです。意味のある出会いにするの
は、誰ですか？ 
そうです、あなた自身です。 
担任の先生が良いクラスを創るのではありません。クラスの友達と一緒に、あなたが良い学級を創るのです。 
もちろん、先生たちはそれを全力で支えます。 
 毎日を楽しいものにする主役は、あなた自身なのです。」 
 
 私が伝えたかったのは、「自分の幸せを誰かに委ねない」ということです。「良い先生、良い友達に恵まれた
から楽しい」という受け身の姿勢ではなく、「自分がこのクラスを楽しくするんだ」という当事者意識（主体
性）を持ってほしいと願っています。 
 私たちは、子どもたちが自分の力で一歩を踏み出し、日々の生活を主体的に切り拓いていけるよう、一年間
伴走してまいります。 
 学校サポーター（保護者）の皆様におかれましても、お子様が学校での出来事を自分事として語る姿を、ぜ
ひ温かく見守り、励ましていただければ幸いです。 
 本年度も、本校の教育活動へのご理解とご協力を、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
 

 
 
 

  

 

 

 

 
 

第１号 

R８.４.１６発行 

文 責：橋 口 

本校スタッフです～よろしくお願いします～ 

産休・育休

津村　絵梨香

小柳　千笑

諸隈　桃子

古賀　葉子

校 長 橋口　繁美 教 諭 貴田　佐知子 教 諭 陣内　俊 教 諭 原田　夏陽 学校生活支援員 田久保　麻美

教 頭 中山　孝
栄 養
教 諭

阿部　香理 教 諭 大串　尽史 教 諭 野中　優成 学校生活支援員 脇山　麻実

教 頭 松尾　直子 教 諭 川内　聖子 教 諭 野口　美奈 教 諭 寺澤　千恵 学校生活支援員 田中　亜紀子

事務長 藤田　美奈子 教 諭 後藤　哲郎 教 諭 八十島　正敬 教 諭 𠮷田　滉太 司  書 小山田　実香

主 幹
教 諭

松尾　達也 教 諭 中尾　愛 教 諭 髙岸　かれん 教 諭 小松　李香 司書補 古賀　理恵

指 導
教 諭

堂角田　敏孝 教 諭 原口　亜矢 教 諭 村田　萌子 講 師 原　美和
教員業務
支援員 倉本　充

教 諭 秋山　希嘉 教 諭 塚原　篤史 教 諭 田代　穂々乃 講 師 岡本　萌果 別室対応支援員 松村　亜佐子

教 諭 山口　賢次 教 諭 白井　雄大 教 諭 陣　嵩虎 講 師 酒井　涼香 特支級支援 平島　由香

教 諭 田中　敦子 教 諭 藤原　静佳 教 諭 下平　萌菜 講 師 田中　美香 特支級支援 北島　和美

教 諭 大澤　政幸 教 諭 立石　育美 教 諭 山田　美優 講 師 江口　寧々
教諭

（初任研指導） 一番ケ瀬　徹

教 諭 香田　京子 教 諭 平山　沙季 教 諭 木村　美貴 主 事 松尾　幸子
非常勤

（外国語専科） フェルナー美喜

教 諭 西内　章泰 教 諭 廣橋　希実 教 諭 西依　玲音奈 学校事務 重富　麻
非常勤

（中学年専科） 木原　正憲

教 諭 廣田　恵子 教 諭 江口　美幸 教 諭 詫間　駿介 学校事務員 相良　通孝
非常勤講師

（音楽） 高平　智子

教 諭 猿本　宏子 養護教諭 長井　千波 教 諭 雪竹　彩花 学校生活支援員 福田　亜由美

教 諭 佐藤　宏之 教 諭 野中　香織
養 護
教 諭

古賀　美珠貴 学校生活支援員 高石　まゆみ

ＨＰ上での公開は控えています。 



全校児童配布 

学校目標「全児童に未来社会をしなやかに生き抜く力を育む」 

R８年度児童数（４月１０日現在） 

 

※入学式時点での児童数 

R2年度８０８人、R3年度８４４人、R4年度８５１人、R５年度８３３人、R６年度８５４人、R７年度８５７人です。 

ようこそ！待っていましたよ！１年生の皆さん 

４月１０日(金)は、あいにくの雨模様でしたが、ＰＴＡ会長 江㟢様はじめ多数のご
来賓をお迎えして、本校入学式を盛大に執り行うことができました。会場の都合上、
式に参加できたのは６年生だけでしたが、６年生は高らかに校歌を歌い、歓迎の気
持ちいっぱいで１年生を迎えてくれました。 
 翌日からは手をつないで登校する姿、教室まで送っていく姿も見られています。きっ

と、この６年生もこのように上級生からしてもらったのでしょう。学校ならではのとても良い文化です。 
【保護者（学校サポーター）の皆様へのお願い】 
通園バスや保護者送迎の「ドア ツー ドア」だった園時代に比べ、小学校は原則「歩いて登校」です。中には、

登校に心理的な負担を感じている子どももいるかもしれません。「かわいそうだな」「大変だろうな」と心配になら
れるお気持ちは分かりますが、我が子、我が孫を、暑さ・寒さ・きつさに負けない心身共にたくましい子どもに育む
ために毎日の通学はとても良い機会です。 
※ケガや病後の回復期、登校しぶりなど特別な事情がある場合は、どうぞ学校敷地内までお進みください。 
※近隣の店舗駐車場への駐車や道路上での降車は慎んでいただくようお願いします。地域の方が困られたり、渋
滞の原因となったりしています。 
 

「宿題」から「家庭学習」へ～自ら学ぶ「家庭学習」への意識改革～ 
本校では昨年度より、「自宅で意味のある、価値のある学習をしてほしい」という願いのも
と、子どもたちへの聞き取りや取り組み状況の分析を行い、「宿題改革」を進めてまいりました。 
その中で見えてきたのは、「宿題」という言葉が持つネガティブなイメージです。子どもたちに
とって宿題が、「させられるもの」「つらいもの」「とりあえず終わらせるもの」になってしまっては
いないでしょうか。 

そこで、今年度から、本校では「宿題」ではなく、「家庭学習」に呼び方を変えます。これは単なる言い換え
ではありません。やらされる学習から、「自分のための学習」「自分がしたい学習」「楽しい学習」への意識変
革を期待しての方策です。言葉が変われば、意識が変わります。意識が変われば、行動が変わります。 
 子どもたちが自らの意思で机に向かい、学ぶ喜びを感じられるよう、学校と家庭で足並みを揃えて取り組ん
でいきましょう。 
 学校サポーター（保護者）の皆様も、ぜひご家庭で「宿題やったの？」ではなく、「家庭学習は進んでいるか
な？」「今日はどんな家庭学習をしたの？」と声をかけてあげてください。 
 

 ５月１日はお待ちしています。 
５月１日(金)は、「PTA総会」「学級懇談会」を予定しています（R８年３月・入学式でご案内済）。 

PTA総会については、本部役員の皆さんが、R8年度も子ども達や学校のために有意義で楽しい PTA活
動にしようと着々と提案の準備をしてくださっています。 
学級懇談会については、 
①保護者同士が顔見知りになる。②子ども達の１年間の抱負を知る。 

という２つの目的をもって行い、おうちの方が「あ～、来て良かった」「この１年、この学級の 
子ども達を応援していこう」と思っていただけるように担任が画像や動画、子ども達の作文などを用意してお
待ちしています。ぜひ、皆様、おいでください。 
※申し訳ございませんが、駐車場がご用意できません。徒歩や自転車、または公共交通機関でおいでくださ
いますようお願いします。パーキングパーミットをお持ちの方は、事前に学校までお知らせください。 

学年（年） 1 2 3 4 5 6 合計

人数（人） 143 142 158 138 130 154 865

児童クラブ仮設工事のため、４月２０日（月）から正門を通らないで登下校をします。学校で子ども達に

説明をしていますが、リーバーで配信の文書をご覧いただき、ご家庭でもお話をお願いします。 


